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●細菌性食中毒に注意しましょう0
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細爾仕貸中毒の発生件数
(■成26年 :全国j

食中毒予防の 3原月J
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Ⅲ50名様に素叡な賞品が当たります 1
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●食肉の衛生棲蒼●

県では 自肉の安全性を確PFするため なrに基づいた桟査を行つています

■ ほなどは と菖靖てu理されて自内になります

と菖8ては と畜蕉査員 は 医師)が 1頭ことに模査

を行つています また 43か月廓dの年については

SSE終 査を行つています
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の質局は 自鳥四選現て処「
Bされて震内にIIり ます

ヨ応処理場では 自烏終査員 (獣医師)と自鳥延理衛笙督「
B書により

ⅢB]ことに桟査を行つています

[平成25年度 家内における蔭査頭数 ]
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X■ 幡 鶏以外は t喜 処理真椋はありませんでした

震肉 (牛 豚 鶏など)は 全ての機査rt宙格 したもののみが出宙されています。
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●山□県産牛● ●8月 は食品簡生月間です0

山0県琶年肉販売陽議会では 県内で生産さ

れた新鮮て 費心して食べていただける年内を

「山0県産■Jと統一表示し 消■拡大を進め
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食5S商生8Bの 書及 書発 表8の資全性に

関する値部長R リスクコミュニケーション

の態遷を回るため 嗅ては景品衛生月間事華

を実施 します

陰 施期間】

平成26年 3月 1日 (3)～ 3月 31日 (日 )

〔ユな取組内容】

資中毒ラいの啓発筒頭キャン本一ンの実施

食品衛生憎説窓□の円液

食の費小 安全ほ験致‐‐の問嗜

詳 しくは こちらのベーシ

をごILく たさい
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